
■
日
時
＝
11
月
５
日
（
土
）・
６
日
（
日
）

　
午
前
10
時
～
午
後
４
時
（
6
日
は
午
後

3
時
ま
で
）

■
場
所
＝
知
覧
平
和
公
園
自
由
広
場

■
料
金
＝
入
場
無
料

※
全
国
各
地
の
紅
茶
飲
み
比
べ
に
は
チ

ケ
ッ
ト
（
カ
ッ
プ
）
が
必
要
で
す
。

［
問
］ 

全
国
地
紅
茶
サ
ミ
ッ
ト
in
南
九
州

市
実
行
委
員
会
（ 

薩
摩
英
国
館
内
）

　
☎
０
９
９
３
ー
83－

３
９
６
３

武
家
屋
敷
に
幽
玄
の
灯
り

南
九
州
市
あ
か
り
の
道
標

　
～
ち
ら
ん
灯
彩
路
～

第
20
回
全
国
地
紅
茶
サ
ミ
ッ
ト

in
南
九
州
市

『Satsum
a Tea Fes

』開
催
！

　
全
国
各
地
の
紅
茶
の
飲
み
比
べ
が
楽
し

め
る
全
国
地
紅
茶
サ
ミ
ッ
ト
が
南
九
州
市

で
開
催
さ
れ
ま
す
。

　
会
場
で
は
紅
茶
の
飲
み
比
べ
の
ほ
か
、

講
演
会
や
テ
ィ
ー
ス
プ
ー
ン
蒔
絵
体
験
な

ど
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
も
行
わ
れ
ま
す
。
ぜ

ひ
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

催　
し

知
覧
文
化
祭
・
川
辺
文
化
祭
開
催

　
南
九
州
市
文
化
協
会
主
催
の
文
化
祭
が

開
催
さ
れ
ま
す
。

○
展
示
発
表

■
日
時
＝
11
月
２
日(
水)

・３
日(

木・祝)

■
場
所
＝
知
覧
体
育
館
・
川
辺
文
化
会
館

○
舞
台
発
表

■
日
時
＝
11
月
３
日(

木
・
祝)

　
　
　
　
知
覧
：
午
前
9
時
30
分
～

　
　
　
　
川
辺
：
午
前
10
時
～

■
場
所
＝
知
覧
・
川
辺
文
化
会
館

［
問
］
川 

社
会
教
育
課 

文
化
振
興
係

　
知
覧
武
家
屋
敷

庭
園
を
中
心
に
、

数
多
の
竹
灯
籠
や

紙
灯
籠
が
幻
想
的

な
夜
を
演
出
し
ま

す
。
普
段
夜
は
入

園
で
き
な
い
武
家

屋
敷
の
ラ
イ
ト

ア
ッ
プ
を
ご
覧
に

な
っ
て
み
ま
せ
ん

か
。
静
寂
な
夜
に

灯
り
の
揺
ら
ぎ
と
と
も
に
体
感
す
る
庭
園

は
、
と
て
も
幽
玄
な
雰
囲
気
で
す
。

　
ご
家
族
ご
友
人
を
お
誘
い
の
上
、
ぜ
ひ

足
を
お
運
び
く
だ
さ
い
。

■
日
時
＝
11
月
12
日(

土)

　
午
後
５
時
30
分
～
午
後
８
時
30
分

■
場
所
＝
知
覧
武
家
屋
敷
庭
園
一
帯

■
入
園
料
＝
無
料
（
午
前
9
時
～
午
後
５

時
は
通
常
通
り
入
園
料
が
必
要
で
す
）

［
問
］ 

ち
ら
ん
灯
彩
路
実
行
委
員
会
事
務

局
（ 

知 

商
工
観
光
課
内
）

「
東
日
本
大
震
災
」
か
ら
学
ぶ

防
災
講
演
会
の
開
催

　
宮
城
県
気
仙
沼
市
よ
り
講
師
を
招
い
て

「
東
日
本
大
震
災
」
か
ら
学
ぶ
防
災
講
演

会
を
開
催
い
た
し
ま
す
。
津
波
か
ら
「
い

の
ち
」
と
「
な
り
わ
い
」
を
守
る
た
め
に

何
を
す
る
べ
き
か
一
緒
に
考
え
て
み
ま
せ

ん
か
？

■
日
時
＝
11
月
26
日
（
土
）

　
午
後
１
時
30
分
～
午
後
５
時

■
場
所
＝
頴
娃
文
化
会
館　
大
ホ
ー
ル

■
定
員
＝
３
０
０
人
（
当
日
は
入
場
券
が

必
要
で
す
）

※
入
場
券
は
、
商
工
観
光
課
、
頴
娃
・
川

辺
支
所
地
域
振
興
係
、
各
地
区
公
民
館

に
て
配
布
中
で
す
。

●
入
場
券
は
、
無
く
な
り
次
第
終
了
と
な

り
ま
す
。

■
内
容
＝

◎
第
１
部
（
講
演
）

　
「
過
ぎ
去
っ
た
日
々
を
見
つ
め
て
」

　
菅
原
文
子
氏
（
す
が
わ
ら
酒
店
店
主
）

◎
第
２
部（
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
）

　
「
津
波
！
そ
の
時
ど
う
す
る
？
」

　
パ
ネ
リ
ス
ト　
吉
田
三
喜
男
氏

　
　
　
　
　
　
　
川
村
英
也
氏

［
問
］ 

南
九
州
市
水
産
振
興
会
事
務
局

　
（ 

知 

商
工
観
光
課
内
）

市
民
健
康
づ
く
り
講
演
会

『
子
ど
も
へ
の
メ
デ
ィ
ア
の
影
響
』

　
う
つ
病
や
子
ど
も
の
心
身
症
、不
登
校
、

ネ
ッ
ト
・
ゲ
ー
ム
依
存
症
な
ど
を
専
門
と

し
た
医
師
を
お
招
き
し
、
子
ど
も
へ
の
メ

デ
ィ
ア
の
影
響
に
つ
い
て
講
演
会
を
開
催

し
ま
す
。

　
乳
幼
児
期
か
ら
学
童
期
ま
で
、
各
時
期

の
影
響
や
対
応
策
な
ど
に
つ
い
て
の
講
話

で
、
入
場
は
無
料
で
す
。
ぜ
ひ
お
気
軽
に

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■
日
時
＝
11
月
27
日
（
日
）

　
午
後
１
時
30
分
～
午
後
３
時
30
分

■
場
所
＝
知
覧
文
化
会
館　
大
ホ
ー
ル

■
定
員
＝
３
５
０
人

■
申
し
込
み
＝
Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
参
加
に
つ
い
て

は
、
下
記
申
し
込
み

フ
ォ
ー
ム
か
ら
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

　
（
11
月
8
日
ま
で
）

　

来
場
さ
れ
る
場
合
の

予
約
は
不
要
で
す
。

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止

の
た
め
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

①
定
員
に
な
り
次
第
、
受
け
付
け
を
終

了
し
ま
す
。

②
会
場
で
の
マ
ス
ク
着
用
、
検
温
、
手

指
消
毒
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

③
発
熱
や
風
邪
症
状
な
ど
が
あ
る
場
合

は
参
加
を
ご
遠
慮
願
い
ま
す
。

■
内
容
＝
増
田
ク
リ
ニ
ッ
ク
院
長　
増
田

彰
則
先
生
に
よ
る
講
演

［
問
］ 

知 

知
覧
保
健
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
９
９
３－

58－

７
２
２
１

頴…頴娃庁舎☎ 0993-36-1111　知…知覧庁舎☎ 0993-83-2511　川…川辺庁舎☎ 0993-56-1111 催 し
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■
計
画
内
容
＝
文
化
財
保
護
法
第
百
八
十
三

条
の
三
の
規
定
に
基
づ
き
、
南
九
州
市

に
お
け
る
文
化
財
の
保
存
お
よ
び
活
用

に
関
す
る
基
本
的
な
方
針
、
講
ず
べ
き

措
置
、
そ
の
他
施
策
な
ど
に
つ
い
て
計

画
を
定
め
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
地

域
内
の
経
済
を
活
性
化
さ
せ
る
、
そ
の

可
能
性
を
導
き
出
そ
う
と
す
る
新
た
な

計
画
書
を
策
定
す
る
も
の
で
す
。

■
意
見
の
提
出
方
法
＝

①
持
参
＝
文
化
財
課 

文
化
財
係

②
郵
送
＝
南
九
州
市
教
育
委
員
会
文
化

財
課
宛
て

③
Ｆ
Ａ
Ｘ
＝

　
０
９
９
３
ー
83
ー
３
０
５
５

④
電
子
メ
ー
ル
＝

　
bunkazai@city.m

inam
ikyushu.lg.jp

※
意
見
提
出
用
紙
は
、
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
知

覧
お
よ
び
頴
娃
・
知
覧
・
川
辺
庁
舎
の

市
民
生
活
係
（
市
民
係
）
に
あ
り
ま
す
。

ま
た
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

［
問
］ 

知 

文
化
財
課 
文
化
財
係

　
☎
０
９
９
３－

83－
４
４
３
3

南
九
州
市
期
日
前
投
票
所
の

投
票
立
会
人
募
集

　
今
後
、
執
行
が
予
定
さ
れ
る
選
挙
の
期

日
前
投
票
所
の
投
票
立
会
人
を
募
集
し
ま

す
。

■
応
募
資
格
＝
南
九
州
市
の
選
挙
人
名
簿

に
登
録
さ
れ
て
い
る
方
（
18
歳
以
上
の

方
）

■
従
事
内
容
＝
期
日
前
投
票
が
公
正
・
適

切
に
行
わ
れ
る
よ
う
市
内
の
各
期
日
前

投
票
所
で
の
立
会
い

■
従
事
期
間
＝
選
挙
の
公
示
（
告
示
）
日

の
翌
日
か
ら
選
挙
期
間
の
前
日
ま
で
の

１
日
を
単
位
と
す
る
。

■
従
事
時
間
＝
午
前
８
時
15
分
か
ら
午
後

８
時
ま
で
（
立
会
時
間
は
、
午
前
８
時

30
分
か
ら
午
後
８
時
ま
で
）

■
場
所
＝
頴
娃
、
知
覧
お
よ
び
川
辺
庁
舎

に
設
置
さ
れ
る
い
ず
れ
か
の
期
日
前
投

票
所

■
報
酬
お
よ
び
費
用
弁
償

　
◎
日
額
報
酬
：
９
６
０
０
円
（
※
源
泉

　
　
徴
収
税
額
13
円
を
含
む
）

　
◎
費
用
弁
償
： 

５
０
０
円

※
金
額
に
つ
い
て
は
、
年
度
ご
と
に
変
更

　
さ
れ
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

■
応
募
方
法
＝
南
九
州
市
選
挙
管
理
委
員

会
事
務
局
に
備
え
付
け
、
ま
た
は
、
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内
に
あ
る
「
期
日
前
投

票
立
会
人
登
録
申
込
書
」
を
持
参
、
郵

送
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
に
て
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

［
問
］ 

知 

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

「
お
茶
の
名
所
と

　
寺
跡
探
訪
バ
ス
ツ
ア
ー
」

　
南
九
州
市
内
の
お
茶
に
ま
つ
わ
る
史
跡

や
代
表
的
な
寺
跡
を
ま
わ
る
バ
ス
ツ
ア
ー

を
開
催
し
ま
す
。

■
日
時
＝
12
月
３
日
（
土
）

　
午
後
１
時
～
午
後
４
時

■
集
合
場
所
＝
知
覧
平
和
公
園
駐
車
場

■
募
集
人
員
＝
30
人

■
参
加
費
＝
無
料

［
問
］ 

知 
文
化
財
課 

文
化
財
係

　
☎
０
９
９
３－
83－

４
４
３
3

お
隣
の
国　
韓
国
に
つ
い
て

学
ん
で
み
ま
し
ょ
う
！

　
県
の
国
際
交
流
員
（
韓
国
出

身
）
に
よ
る
文
化
紹
介
と
料
理

講
座
を
開
催
し
ま
す
。

■
日
時
＝
12
月
10
日
（
土
）
午
前
10
時
～

午
後
１
時
（
文
化
紹
介
１
時
間
、
料
理

講
座
２
時
間
を
予
定
し
て
い
ま
す
）

■
場
所
＝
知
覧
保
健
セ
ン
タ
ー

■
申
込
方
法
＝
申
し
込

み
フ
ォ
ー
ム
よ
り
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

（
11
月
18
日
午
後
５
時

ま
で
）

■
参
加
費
＝
５
０
０
円
（
未
就
学
児
は
無

料
）

［
問
］ 

知 

ま
ち
づ
く
り
推
進
課 

共
生
・

協
働
推
進
係

地
雷
撤
去
の
た
め
書
き
損
じ

は
が
き
を
集
め
て
い
ま
す

　
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
地
雷
被
害
を
無
く
す
為
、

書
き
損
じ
ハ
ガ
キ
な
ど
を
集
め
て
換
金
し
、

地
雷
撤
去
団
体
へ
寄
付
し
て
い
ま
す
。

　
は
が
き
2
～
3
枚
で
1
㎡
の
地
雷
撤
去

費
用
に
な
り
ま
す
。

■
対
象
品
＝
書
き
損
じ
・
未
使
用
は
が
き
、

未
使
用
切
手
、
未
使
用
テ
レ
カ
、
Ｑ
Ｕ

Ｏ
カ
ー
ド
な
ど

■
期
間
＝
令
和
５
年
３
月
31
日
必
着

■
送
付
先
＝

　
〒
８
１
４－

０
０
０
２　
福
岡
市
早
良

区
西
新
１-

７-

10-

７
０
２
0

　
（
一
財
）
カ
ン
ボ
ジ
ア
地
雷
撤
去
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
宛

　
☎
０
９
２-

８
３
３-

７
５
７
５

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
募
集

「
南
九
州
市
文
化
財
保
存
活
用

地
域
計
画
」

■
募
集
期
間
＝
11
月
1
日
（
火
） 

か
ら

　
11
月
30
日
（
水
） 

ま
で

■
計
画
案
＝
南
九
州
市
文
化
財
保
存
活
用

地
域
計
画

※
計
画
案
は
、
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
知
覧
お
よ

び
頴
娃
・
知
覧
・
川
辺
庁
舎
の
市
民
生

活
係
（
市
民
係
）、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

募　
集

南
九
州
市
二
十
歳
の
つ
ど
い
の

開
催

■
日
時
＝
令
和
５
年
１
月
３
日

（
火
）
午
後
１
時
～
１
時
25
分

　
※
終
了
後
に
記
念
撮
影
を
行

い
ま
す
。

■
会
場
＝
知
覧
文
化
会
館

■
対
象
＝
平
成
14
年
４
月
２
日
～
平
成
15

年
４
月
１
日
生
ま
れ
で
、
平
成
21
年
4

月
1
日
以
降
南
九
州
市
に
住
民
登
録
さ

れ
て
い
る
方

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
防

止
の
観
点
か
ら
、
当
日
の
会
場
へ
の
入

場
は
本
人
の
み
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。（
ラ
イ
ブ
配
信
有
り
）

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大

状
況
に
よ
っ
て
は
、
実
行
委
員
だ
け
で

式
典
を
行
い
ラ
イ
ブ
配
信
の
み
に
変
更

す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
場
合
、

交
通
費
や
衣
装
レ
ン
タ
ル
費
の
キ
ャ
ン

セ
ル
料
な
ど
の
補
償
は
い
た
し
か
ね
ま

す
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

［
問
］ 

川 

社
会
教
育
課 

社
会
教
育
係

くらしのインフォメーション催 し 募 集
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11
月
は「
児
童
虐
待
防
止
推
進

月
間
」
で
す

　

「
も
し
か
し
て
？
」

　
た
め
ら
わ
な
い
で
！

　
　
　
　
　
　
１い
ち
は
や
く

８
９

　
虐
待
か
も
と
思
っ
た
ら
「
１
８
９
番
」

へ
（
児
童
相
談
所
全
国
共
通
ダ
イ
ヤ
ル
）

子
ど
も
を
虐
待
か
ら
守
る
た
め
の
5
箇
条

１
「
お
か
し
い
」
と
感
じ
た
ら
迷
わ
ず
連

絡
２
「
し
つ
け
の
つ
も
り
…
」
は
言
い
訳

３
ひ
と
り
で
抱
え
込
ま
な
い

４
親
の
立
場
よ
り
子
ど
も
の
立
場

５
虐
待
は
あ
な
た
の
周
り
で
も
起
こ
り
う

る
　
子
ど
も
虐
待
を
防
止
し
、
虐
待
の
な
い

社
会
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

［
問
］ 

川 

福
祉
課 

子
育
て
支
援
係

11
月
12
日
～
25
日
は「
女
性
に

対
す
る
暴
力
を
な
く
す
運
動
」

期
間
で
す

　

暴
力
は
、
親
し
い
間
柄
で

あ
っ
た
と
し
て
も
、
ど
ん
な
場

合
で
あ
っ
て
も
決
し
て
許
さ
れ

る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
特
に
、
配
偶

者
な
ど
か
ら
の
暴
力
（
Ｄ
Ｖ
）
や
性
犯
罪・

性
暴
力
、
ス
ト
ー
カ
ー
行
為
、
売
買
春
、

人
身
取
引
、
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ

ン
ト
な
ど
女
性
に
対
す
る
暴
力
は
、
重
大

な
人
権
侵
害
で
す
。

　
配
偶
者
や
恋
人
な
ど
か
ら
の
暴
力
に
悩

ん
で
い
る
方
は
、
Ｄ
Ｖ
相
談
ナ
ビ

「
♯
８
０
８
８
（
は
れ
れ
ば
）」
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

　

電
話
で
の
相
談
が
難
し
い
場
合
は
、

メ
ー
ル
・
チ
ャ
ッ
ト
相
談
が
で
き
る

「
Ｄ
Ｖ
相
談
＋
（
プ
ラ
ス
）」
へ
。

　
☎
０
１
２
０
ー
２つ

な

ぐ
７
９
ー
８は

や

く
８
９

　
（
24
時
間
受
付
）

［
問
］ 

知 

ま
ち
づ
く
り
推
進
課 

共
生
・
協

働
推
進
係

２
０
２
３（
令
和
５
）
年
版

　
県
民
手
帳
の
販
売

　

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

機
能
と
合
わ
せ
て
、

鹿
児
島
の
情
報
が

ギ
ュ
ッ
と
詰
ま
っ

た
実
用
的
な
一
冊

で
す
。
鹿
児
島
の

風
景
を
写
真
付
き

で
紹
介
の
ほ
か
、
県
内
4
施
設
の
割
引
パ

ス
ポ
ー
ト
も
付
い
て
い
ま
す
。
購
入
希
望

者
は
、
担
当
係
ま
た
は
お
近
く
の
書
店
、

コ
ン
ビ
ニ
（
セ
ブ
ン
・
イ
レ
ブ
ン
、
ロ
ー

ソ
ン
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
マ
ー
ト
）
で
お
求
め

く
だ
さ
い
。

［
問
］
知 

企
画
課 

広
報
統
計
係

お
知
ら
せ

県
立
吹
上
高
等
技
術
専
門
校

入
校
生
の
募
集
に
つ
い
て

　
吹
上
高
等
技
術
専
門
校
は
、
職
業
能
力

開
発
促
進
法
に
基
づ
い
て
設
置
さ
れ
て

い
る
県
立
の
職
業
能
力
開
発
校
で
す
。
現

在
、
令
和
５
年
度
入
校
生
を
募
集
し
て
い

ま
す
。

■
募
集
科
目
＝
自
動
車
工
学
科
・
機
械
整

備
科
・
金
属
加
工
科

■
訓
練
期
間
＝
自
動
車
工
学
科
・
金
属
加

工
科
２
年　
機
械
整
備
科
１
年

■
試
験
日
程
＝
11
月
か
ら
３
月
ま
で
月
１

回
一
般
選
考
試
験
を
実
施
。
最
終
締
切

日
は
令
和
５
年
２
月
27
日
（
月
）

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

■
選
考
方
法
＝
筆
記
試
験
お
よ
び
面
接

※
詳
し
く
は
鹿
児
島
県
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

［
問
］ 

鹿
児
島
県
立
吹
上
高
等
技
術
専
門
校　

☎
０
９
９－

２
９
６－

２
０
５
０

「
介
護
の
入
門
的
研
修
」

　
受
講
者
募
集
！■受

講
料
＝
無
料

■
募
集
人
数
＝
20
人

（
先
着
順
）

■
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
＝
３
日
間
（
21
時
間
）

の
研
修
受
講
で
介
護
の
基
本
や
介
護
の

現
場
に
お
い
て
理
解
し
て
お
く
べ
き
必

要
な
知
識
・
技
術
を
学
び
ま
す
。
３
日

間
の
全
て
の
講
座
を
修
了
す
る
と
、
実

務
者
研
修
、
介
護
職
員
初
任
者
研
修
お

よ
び
生
活
援
助
従
事
者
研
修
課
程
の
一

部
を
免
除
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※
受
講
者
に
は
鹿
児
島
県
知
事
名
の
修
了

証
明
書
を
交
付
し
ま
す
。

女性に対する暴力根絶の
ためのシンボルマーク

「ＤＶ相談＋」

■
研
修
場
所
＝
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ
な
の
は

な
館

■
日
程
＝
１
日
目　
12
月
15
日
（
木
）

　
　
　
　
２
日
目　
12
月
23
日
（
金
）

　
　
　
　
３
日
目　
12
月
24
日
（
土
）

■
申
込
締
切
＝
12
月
1
日
（
木
）

■
申
込
方
法
＝
川
辺
庁
舎
介
護
保
険
係
ま

た
は
知
覧
支
所
・
頴
娃
支
所
福
祉
係

の
窓
口
に
あ
る
受
講
申
込
書
を
記
入
の

上
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た
は
郵
送
で
鹿
児
島
県

社
会
福
祉
協
議
会
福
祉
人
材
・
研
修
セ

ン
タ
ー
宛
に
お
送
り
く
だ
さ
い
。
詳
細

に
つ
き
ま
し
て
は
、
鹿
児
島
県
社
会
福

祉
協
議
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

［
問
］ 

社
会
福
祉
法
人
鹿
児
島
県
社
会
福

祉
協
議
会 

福
祉
人
材
・
研
修
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
９
９
ー
２
５
８－

７
８
８
８

　
FAX
０
９
９
ー
２
５
０－

９
３
６
３

【問い合わせ先】
自衛隊知覧分駐所　☎ 0993-83-1811

■種目＝自衛官候補生
　　　　陸上自衛隊高等工科学校生徒

募 集頴…頴娃庁舎☎ 0993-36-1111　知…知覧庁舎☎ 0993-83-2511　川…川辺庁舎☎ 0993-56-1111 お知らせ
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④
苦
土
、
マ
ン
ガ
ン
、
そ
の
他
ホ
ウ
素
な

ど
の
微
量
要
素
は
作
物
の
生
育
に
役
立

ち
ま
す
。

【
施
し
方
】

①
10
ア
ー
ル
当
た
り
年
1
回
２
０
０
～

３
０
０
㎏
投
入
す
る
こ
と
が
効
果
的
で

す
。

②
農
閑
期
を
利
用
し
、
田
ん
ぼ
を
す
き
起

こ
す
前
に
散
布
む
ら
が
出
来
な
い
よ
う

に
均
一
に
全
面
散
布
す
る
。

※
農
業
公
社
で
は
、
毎
年
１
月
に
ケ
イ
テ

ツ
の
集
団
散
布
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

集
団
散
布
料
金
２
７
５
０
円
＋
資
材
代

(

ケ
イ
テ
ツ
は
受
託
面
積
分
を
ま
と
め

て
公
社
で
注
文
し
ま
す
）
希
望
す
る
方

は
、
農
業
公
社
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

［
問
］
川 

公
益
社
団
法
人 

南
九
州
市
農

業
公
社（
南
九
州
市
役
所
川
辺
庁
舎
内
）

防
空
壕
に
ご
注
意
を

　
防
空
壕
の
中
は
、
崩
落
の
危

険
や
一
酸
化
炭
素
中
毒
に
な
る

な
ど
の
危
険
が
あ
り
ま
す
。

　
危
険
な
防
空
壕
に
つ
い
て
は
、
市
に
お

い
て
も
安
全
対
策
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、

ま
だ
確
認
さ
れ
て
い
な
い
箇
所
が
あ
る
可

能
性
も
あ
り
ま
す
。

　
防
空
壕
が
子
ど
も
た
ち
の
遊
び
場
に
な

ら
な
い
よ
う
地
域
で
見
守
り
、
気
付
い
た

時
は
注
意
す
る
よ
う
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
お
近
く
に
危
険
な
防
空
壕
が
あ

り
ま
し
た
ら
、
担
当
係
ま
で
情
報
提
供
を

お
願
い
し
ま
す
。

［
問
］ 

知 

都
市
政
策
課 

都
市
計
画
係

11
月
は
不
法
投
棄
防
止
強
化
月

間
で
す　

市
で
は
こ
の
期
間
、
県
や
警

察
と
連
携
し
不
法
投
棄
防
止
の

啓
発
活
動
や
不
法
投
棄
防
止
パ

ト
ロ
ー
ル
を
強
化
し
、
不
法
投
棄
に
厳
正

に
対
処
し
て
い
き
ま
す
。

　
不
法
投
棄
は
重
大
な
犯
罪
で
す
。
罰
則

は
、
５
年
以
下
の
懲
役
も
し
く
は
１
千
万

円
以
下
の
罰
金
、
ま
た
は
こ
れ
ら
が
併
科

さ
れ
ま
す
。こ
の
機
会
に
一
人
一
人
が「
不

法
投
棄
を
し
な
い
。
さ
せ
な
い
。
見
つ
け

た
ら
す
ぐ
電
話
を
」と
い
う
意
識
を
持
ち
、

不
法
投
棄
の
な
い
住
み
よ
い
地
域
を
つ
く

り
ま
し
ょ
う
。

［
問
］ 

川 

市
民
生
活
課 

生
活
衛
生
係

野
焼
き
は
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す

　
ご
み
の
焼
却
（
屋
外
焼
却
）

は
、
例
外
を
除
き
「
廃
棄
物
の

処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る
法

律
」
で
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
「
洗
濯
物
に
煙
の
臭
い
が
付
く
」、「
部

屋
の
換
気
を
し
た
い
が
、
近
く
で
た
き
火

を
し
て
い
る
と
煙
が
入
っ
て
き
て
窓
を
開

け
ら
れ
な
い
」
な
ど
多
く
の
苦
情
が
寄
せ

ら
れ
て
い
ま
す
。

　
ご
み
を
燃
や
す
と
煙
や
悪
臭
に
よ
る
住

民
ト
ラ
ブ
ル
や
生
活
環
境
の
悪
化
を
ま
ね

く
だ
け
で
な
く
、
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
な
ど

の
有
害
物
質
を
発
生
さ
せ
ま
す
。
ま
た
、

違
反
者
に
は
罰
金
な
ど
が
科
せ
ら
れ
る
場

合
も
あ
り
ま
す
。

　
ご
み
は
燃
や
さ
な
い
で
、
指
定
さ
れ
た

日
に
正
し
く
分
別
し
て
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
へ
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
公
益
上
・
社
会
の
慣
習
上
や
む
を
得
な

い
も
の
、
周
辺
地
域
へ
の
生
活
環
境
に

与
え
る
影
響
が
軽
微
な
も
の
に
つ
い
て
は

焼
却
禁
止
の
例
外
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す

が
、
生
活
環
境
に
支
障
が
生
じ
る
場
合
は

認
め
ら
れ
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ

い
。

◎
野
焼
き
と
は

　
ド
ラ
ム
缶
な
ど
を
使
用
し
て
の
焼
却
、

地
面
に
穴
を
掘
っ
て
の
焼
却
、
ブ
ロ
ッ
ク

を
囲
ん
だ
り
し
て
の
焼
却
な
ど
。

◎
例
外
と
は

　
農
業
、
林
業
ま
た
は
漁
業
を
営
む
た
め

に
や
む
を
得
な
い
も
の
と
し
て
行
わ
れ
る

草
木
な
ど
の
焼
却
、
鬼
火
焚
き
な
ど
の
風

俗
慣
習
上
ま
た
は
宗
教
上
の
行
事
を
行
う

た
め
に
必
要
な
廃
棄
物
の
焼
却
、
た
き
火

そ
の
他
日
常
生
活
を
営
む
上
で
の
焼
却
で

あ
っ
て
軽
微
な
も
の
な
ど
。

［
問
］ 

川 
市
民
生
活
課 

生
活
衛
生
係

農
作
業
事
故
ゼ
ロ
を
目
指
そ
う

　
農
業
機
械
を
扱
う
時
は
、事
前
の
点
検・

整
備
を
徹
底
し
、
余
裕
を
持
っ
た
作
業
を

心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

◎
啓
発
事
項

・
管
理
機
械
や
ト
ラ
ッ
ク
が
余
裕
を
持
っ

て
作
業
で
き
る
よ
う
十
分
な
枕
地
を
設

け
ま
し
ょ
う
。

・
ト
ラ
ク
タ
ー
に
安
全
フ
レ
ー
ム
を
装
着

し
、
運
転
時
に
は
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
、
ヘ

ル
メ
ッ
ト
の
着
用
を
徹
底
し
よ
う
。

・
ト
ラ
ク
タ
ー
に
作
業
機
を
装
着
し
て
公

道
を
走
行
す
る
際
は
、
灯
火
器
を
設
置

し
て
、
安
全
運
転
を
心
掛
け
よ
う
。

・
ト
ラ
ク
タ
ー
が
走
行
す
る
た
め
に
十
分

な
道
幅
を
確
保
し
よ
う
。

・
機
械
の
詰
ま
り
を
取
り
除
く
際
は
、
機

械
の
動
作
停
止
を
確
認
し
て
か
ら
取
り

除
こ
う
。

・
農
業
機
械
の
定
期
的
な
点
検
・
整
備
を

行
い
、
整
備
不
良
に
よ
る
事
故
を
防
ご

う
。

・
こ
ま
め
に
水
分
補
給
を
行
う
な
ど
、
熱

中
症
に
気
を
付
け
よ
う
。

［
問
］ 

頴 

農
政
課 

生
産
流
通
指
導
係

肥
料
価
格
高
騰
対
策
事
業

　
国
は
、
肥
料
価
格
高
騰
に
よ
る
農
業
経

営
へ
の
影
響
緩
和
の
た
め
に
、
化
学
肥
料

の
施
用
量
を
２
割
低
減
す
る
取
り
組
み
を

行
う
農
業
者
に
対
し
、
肥
料
コ
ス
ト
上
昇

分
の
７
割
を
支
援
す
る
事
業
を
創
設
し
ま

し
た
。

　
詳
し
く
は
、
肥
料
を
購
入
し
た
Ｊ
Ａ
や

各
販
売
店
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

［
問
］ 

頴 

農
政
課 

生
産
流
通
指
導
係

お
い
し
い
米
づ
く
り
に
は

　
　
　
　
　
　
　
土
づ
く
り

　
南
九
州
市
農
業
公
社
で
は
、
豊
か
な
稔

り
は
土
づ
く
り
か
ら
の
取
り
組
み
と
し

て
、
水
田
に
ケ
イ
テ
ツ
の
散
布
を
推
進
し

て
い
ま
す
。

【
特
長
】

①
鉄
は
老
朽
化
水
田
の
硫
化
水
素
に
よ
る

障
害
か
ら
根
を
守
り
稲
の
秋
落
を
防
ぎ

ま
す
。

②
ケ
イ
酸
は
稲
を
丈
夫
に
し
、
ゴ
マ
ハ
ガ

レ
病
、
い
も
ち
病
や
病
害
虫
に
対
す
る

抵
抗
力
を
増
し
ま
す
。

③
石
灰
は
酸
性
土
壌
の
改
善
に
役
立
ち
ま

す
。

くらしのインフォメーションお知らせ
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一
定
面
積
以
上
の
土
地
取
引
に

は
国
土
利
用
計
画
法
に
基
づ
く

届
け
出
が
必
要
で
す

　
次
の
土
地
取
引
面
積
で
土
地
売
買
な
ど

の
契
約
（
予
約
を
含
む
）
を
締
結
し
た
場

合
は
、
土
地
の
所
在
す
る
市
町
村
へ
の
届

け
出
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

■
土
地
取
引
面
積
＝

◯
都
市
計
画
区
域　
５
千
㎡
以
上

◯
都
市
計
画
区
域
外　
１
万
㎡
以
上

■
届
出
者
＝
土
地
取
得
者
（
買
主
な
ど
）

■
届
出
期
限
＝
契
約
締
結
日
を
含
め
て
２

週
間
以
内

■
提
出
す
る
書
類
＝
土
地
売
買
等
届
出

書
、
位
置
図
（
縮
尺
５
万
分
の
１
以

上
の
地
形
図
）、
周
辺
状
況
図
（
縮
尺

５
千
分
の
１
以
上
の
住
宅
地
図
な
ど
）、

地
籍
図
、
契
約
書
の
写
し
な
ど
。

※
届
け
出
を
し
な
か
っ
た
り
、
虚
偽
の
届

け
出
を
す
る
と
、
６
カ
月
以
下
の
懲
役

ま
た
は
１
０
０
万
円
以
下
の
罰
金
に
処

せ
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

［
問
］
知 

企
画
課 

企
画
係

令
和
５
年
度
の
「
裁
判
員
候
補

者
」
ま
た
は
「
検
察
審
査
員
候

補
者
」
に
選
ば
れ
た
皆
さ
ん
へ

　
そ
れ
ぞ
れ
の
候
補
者
は
、
選
挙
権
を
有

す
る
県
民
の
中
か
ら
く
じ
で
選
定
さ
れ
ま

す
。
選
定
さ
れ
た
候
補
者
の
方
へ
は
、
11

月
中
旬
ご
ろ
に
「
裁
判
員
候
補
者
名
簿
へ

の
記
載
の
お
知
ら
せ
」
ま
た
は
「
検
察
審

査
員
候
補
者
名
簿
へ
の
記
載
の
お
知
ら

せ
」
が
届
き
ま
す
。

　
国
民
が
司
法
に
参
加
す
る
二
つ
の
制
度

で
す
。
ぜ
ひ
、
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
分
か
ら
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
し

た
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
問
い
合
わ
せ
先
へ
お

尋
ね
く
だ
さ
い
。

［
問
］ 

裁
判
員
：
鹿
児
島
地
方
裁
判
所 

刑

事
部 

裁
判
員
係

　
☎
０
９
９－

２
２
２－

７
１
５
７

　
　
検
察
審
査
員
：
鹿
児
島
検
察
審
査
会

事
務
局

　
☎
０
９
９－

８
０
８－

３
７
１
９

頴
娃
・
川
辺
保
健
セ
ン
タ
ー

開
館
日
の
時
間
短
縮
に
つ
い
て

　
現
在
、
頴
娃
保
健
セ
ン
タ
ー
は
毎
週
水

曜
日
、
川
辺
保
健
セ
ン
タ
ー
は
毎
週
木
曜

日
を
開
館
日
と
し
て
、
午
前
８
時
30
分
か

ら
午
後
５
時
15
分
ま
で
開
館
し
て
い
ま
す
。

　
11
月
１
日
か
ら
開
館
時
間
を
午
前
９
時

か
ら
午
後
３
時
ま
で
に
短
縮
し
ま
す
。

　
時
間
外
で
の
ご
利
用
に
つ
い
て
は
個
別

に
対
応
し
ま
す
の
で
、
知
覧
保
健
セ
ン

タ
ー
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

［
問
］
知 

保
健
セ
ン
タ
ー

全
国
一
斉
「
女
性
の
人
権
ホ
ッ

ト
ラ
イ
ン
」
強
化
週
間

　
女
性
を
め
ぐ
る
さ
ま
ざ
ま
な
人
権
問
題

の
解
決
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、「
女

性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」
強
化
週
間
を

実
施
し
ま
す
。

　
相
談
内
容
は
問
い
ま
せ
ん
。相
談
に
は
、

法
務
局
職
員
ま
た
は
人
権
擁
護
委
員
が
応

じ
、
秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
。

■
日
時
＝
11
月
18
日
（
金
）
～
11
月
24
日

（
木
）
ま
で

平
日　
午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後
７
時

土・日・祝
日　
午
前
10
時
か
ら
午
後
５
時

■
相
談
先
＝
鹿
児
島
地
方
法
務
局

　
全
国
共
通
ダ
イ
ヤ
ル

　
０
５
７
０－

０
７
０－

８
１
０

※
Ｉ
Ｐ
電
話
か
ら
は
接
続
で
き
ま
せ
ん
。

［
問
］ 

鹿
児
島
地
方
法
務
局
人
権
擁
護
課

　
☎
０
９
９－

２
５
９－

０
６
８
４

11
月
の
悩
み
相
談
室

　

家
庭
や
職
場
、子
育
て
や
介
護
、

Ｄ
Ｖ
や
セ
ク
ハ
ラ
、ジ
ェ
ン
ダ
ー
、

Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
Ｑ
、
生
理
の
貧
困
に
関

す
る
こ
と
な
ど
悩
み
を
抱
え
て
い
る
方
、

ど
ん
な
こ
と
で
も
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。
専
門
の
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
が
相
談
に

応
じ
、
秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。

■
相
談
日
時
＝
11
月
19
日
（
土
）
午
後
１

時
～
午
後
５
時
（
１
人
50
分
程
度
）

■
場
所
＝
ち
ら
ん
夢
郷
館

■
申
し
込
み
＝
毎
月
１
回
開
催
さ
れ
、
完

全
予
約
制
で
す
。

■
予
約
受
付
時
間
＝
午
前
９
時
～
午
後
５

時
（
土
日
・
祝
日
を
除
く
）

　
☎
０
９
９
３
ー
83
ー
２
５
１
１

　
（
相
談
室
予
約
専
用
内
線
２
２
２
２
）

［
問
］ 

知 

ま
ち
づ
く
り
推
進
課 

共
生
・

協
働
推
進
係

調
停
手
続
き
無
料
相
談
会

　

予
約
は
不
要
で
、
相

談
者
の
秘
密
は
固
く
守

ら
れ
ま
す
。

■
相
談
内
容
＝
土
地
建
物
売
買
・
賃
貸
借
、

相　
　
談

交
通
事
故
損
害
賠
償
、
金
銭
貸
借
、
土

地
境
界
、
騒
音
な
ど
民
事
上
の
悩
み
、

婚
姻
・
離
婚
、
夫
婦
・
親
子
関
係
、
遺

産
相
続
な
ど
の
調
停
手
続
き

■
日
時
＝
11
月
22
日
（
土
）

　
午
前
10
時
30
分
～
午
後
３
時

■
場
所
＝
山
形
屋
１
号
館
７
階
社
交
室

（
鹿
児
島
市
金
生
町
）

［
問
］ 

鹿
児
島
調
停
協
会

　
　
（
鹿
児
島
家
庭
裁
判
所
内
）

　
☎
０
９
９
ー
８
０
８
ー
３
７
０
６

　
　
（
鹿
児
島
地
方
裁
判
所
総
務
課
）

※
お
電
話
の
際
は
「
調
停
手
続
無
料
相
談

会
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
で
す
」
と
お

伝
え
く
だ
さ
い
。

調
停
に
関
す
る
無
料
相
談
会

■
日
時
＝
11
月
26
日

（
土
）

　
午
前
９
時
30
分
～
午

後
０
時
30
分

■
受
付
＝
当
日
、
会
場
で
行
い
ま
す
。

■
会
場
＝
頴
娃
文
化
会
館

■
相
談
内
容
＝
土
地
建
物
の
売
買
・
賃
貸

借
、
交
通
事
故
の
損
害
賠
償
、
金
銭
の

貸
借
、
多
重
債
務
、
過
払
い
金
請
求
、

土
地
の
境
界
、
騒
音
な
ど
を
め
ぐ
る
民

事
上
の
も
め
ご
と
あ
る
い
は
、
婚
姻
、

離
婚
、
夫
婦
・
親
子
関
係
、
扶
養
、
相

続
に
関
す
る
も
め
ご
と
な
ど

■
相
談
員
＝
民
事
調
停
委
員
、
家
事
調
停

委
員

※
相
談
者
の
秘
密
は
、固
く
守
ら
れ
ま
す
。

［
問
］ 

指
宿
調
停
協
会

　
　
（
指
宿
簡
易
裁
判
所
内
）

　
☎
０
９
９
３
ー
22
ー
２
９
０
２
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お
口
の
健
康
を
守
ろ
う
！

　
「
い
い
な
、
い
い
歯
！
」

　
　
無
料
歯
科
健
診
・
相
談

　
南
薩
歯
科
医
師
会
で
は
、「
い

い
な
、
い
い
歯　
無
料
歯
科
健

診
・
相
談
」
を
実
施
し
ま
す
。 

■
日
時
＝
11
月
７
日
（
月
）・
８
日
（
火
）

■
場
所
＝
南
薩
歯
科
医
師
会
会
員
の
各
歯

科
医
院

■
対
象
＝
幼
児
か
ら
高
齢
者
ま
で
す
べ
て

の
方

■
内
容
＝
歯
の
健
康
相
談
、
歯
ぐ
き
・
歯

周
病
の
相
談
、
歯
な
ら
び
の
相
談
、
入

れ
歯
の
相
談
、
口
腔
が
ん
の
相
談
、
口

腔
粘
膜
疾
患
の
相
談

※
希
望
さ
れ
る
方
は
、
各
歯
科
医
院
へ
電

話
予
約
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
受
診
さ
れ
た
方
に
は
歯
ブ
ラ
シ
な
ど
の

粗
品
を
差
し
上
げ
ま
す
。
多
数
の
受
診

を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

○
南
薩
歯
科
医
師
会
会
員
の
歯
科
医
院

《
頴
娃
地
域
》

　
川
平
歯
科
、
黒
岩
歯
科
医
院
、
ひ
ま
わ

り
歯
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
、
友
愛
歯
科
ク
リ

ニ
ッ
ク

《
知
覧
地
域
》

　
朝
隈
歯
科
医
院
、
い
る
か
歯
科
医
院
、

ク
ロ
ー
バ
ー
デ
ン
タ
ル
ク
リ
ニ
ッ
ク
、

ひ
し
じ
ま
歯
科
医
院

《
川
辺
地
域
》

　
か
わ
じ
歯
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
、谷
口
歯
科
、

東
デ
ン
タ
ル
ク
リ
ニ
ッ
ク
、
深
町
歯
科

医
院
、
藤
崎
歯
科
医
院
、
山
本
歯
科
医

院

　（一財）自治総合センターでは、宝くじの社会貢献広報事業として宝くじの事業収入を財源として
コミュニティ助成事業を行っています。
　今年度採択された「手蓑地区公民館」の事業が完了しま
した。
■内容＝アンプ、スピーカー、プロジェクター、発電機な

どの整備
■助成額＝２５０万円
■成果＝地区公民館行事の円滑な運営、各種集会での意見

交換の活発化、各種研修会などでの意識の向上、各種催
しでの親睦および交流などにより、地区公民館の一層の
融和が図られました。

　高田地区公民館では道路・河川愛護作業や地区内の用
排水路・農道整備のためにパワーショベルなどの機械を
購入しました。
　地区内の道路・河川愛護作業も少子高齢化により徐々
に難しくなりつつあり、人口減少対策に資する活動とし
て「令和 4 年度市町村振興宝くじ助成事業」で整備した
ものです。
　来年度から本格的に稼働予定で、今年度は機械使用料
などを決めるために試行的に稼働していきます。

市町村振興宝くじ助成事業で備品を整備しました！

宝くじの助成金で備品を整備しました！

　マイナンバーカードの交付や申請をサポートするため、夜間お
よび日曜開庁による臨時窓口を開設します。平日の開庁時間に市
役所へ行くことが難しい方は、ぜひこの機会にご利用ください。
■開設日時：開庁日の毎週木曜日　午後５時 15 分～午後 7 時
　　　　　　11月13日（日）午前８時30分～正午
　　　　　　12月11日（日）午前８時30分～正午
■開設場所：頴娃・知覧・川辺庁舎の市民係および市民生活係
※カードの受け取りに来られる方は、交付通知のハガキと必要

書類をご持参ください。
※マイナンバーカードに関すること以外は、受け付けられませ

ん。 　［問］川 市民生活課 市民係　頴・知 支所 市民生活係

・すべて無料！（申請・写真撮影・交付）
　※紛失などによる再交付を除く

・申請は最短５分！

マイナポイント第２弾実施中！
最大20,000円分のマイナポイントがもらえます!

マイナンバーカードがあれば、
住民票の写し・印鑑登録証明書・所得

（課税）証明書をコンビニで取得できます！

夜間および日曜開庁でマイナンバーカードの交付や申請をサポートします！

いつでも

どこでも

早くて便
利！

相 談 くらしのインフォメーションお知らせ
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　消費税の仕入税額控除の方式として「適格請求書等保存方式」（いわゆる「インボイス制度」）が令和５
年 10 月１日から導入され、令和３年 10 月１日から適格請求書発行事業者の登録申請の受け付けが始まり
ました。
　適格請求書等保存方式とは、買手が、仕入れに係る消費税額について、仕入税額控除の適用を受けるた
めには、原則として、売手の事業者から交付を受けた「適格請求書（いわゆるインボイス）」などの保存を
必要とする制度です。
　税務署では、「インボイス制度の概要に関する説明会」を開催します。
　制度概要の説明後、引き続き登録申請手続きの方法をご説明した上で、実際の手続きを職員がサポート
させていただく時間（登録申請相談会）を設けておりますので、手続きにご不明な点がある方は、ぜひご
参加ください。
　適格請求書等保存方式に関する詳しい情報は、国税庁ホームページ（https://www.nta.go.jp）内の熊
本国税局コーナーをご覧ください。
　なお、適格請求書等保存方式および軽減税率制度に関する一般的なご相談は、専用ダイヤル

（☎ 0120-205-553）で受け付けております。

消費税の適格請求書等保存方式（いわゆるインボイス制度）の
説明会ならびに登録申請相談会の開催について
　　　～事業者の方は、どなたでも参加できます！～

○参加費用は無料です。
○事前予約制で開催していますので、参加を希望する場合は、知覧税務署法人課税部門
　（電話　0993-83-2414【ダイヤルイン】）までご連絡ください。
○新型コロナウイルス感染症拡大防止に配意した開催としており、今後新型コロナウイルス感染症などの急

激な拡大などによって、開催が中止となる場合もあります。 ［問］ 知覧税務署（☎ 0993-83-2414）

定　　員：15 人※申し込み多数の場合は抽選　　会場：PACBO（多目的室）
参加条件：テレワークを始めようと思っている市内在住の方
準 備 物：エクセル、ワード（インストール済みのパソコンをお持ちください）
※インターネットに接続が可能で、パソコンでメールの受信ができること

　オンラインのお仕事で実際に業務として行われているマーケティング手法を実践的に学びます。
　また、フリーで活躍するライターさんを講師に迎えてオンラインでお仕事するために
　幅広く役立つライティングの基本から実際にお仕事を獲得する方法までを学びます。

「自分らしく」働きたいあなたを応援！

時間/10:00～12:00　受講料/無料
申込締切/11月11日（金）

実践編
●１回目 11月18日（金）
　【フォームマーケティング】
●２回目 11月25日（金）
　【テレマーケティング】
●３回目 12月 2日（金）
　【ライティング１】
●４回目 12月 9日（金）
　【ライティング２】

講師：三瓶希恵
【１回目】

講師：堺谷沙也香
【２回目】

講師：勅使河原寛子
【４回目】

右記申し込み
フォームからお申
し込みください。

講師：窪田篤
【３回目】

開催日時
定員 要事前予約 開催場所

月日 時間

10月26日
（水） インボイス制度説明会

13:30 ～ 14:30
登録申請相談会
14:30 ～ 15:30

12 人 10 月 21 日（金）17 時まで
南九州市知覧町郡 6212 番地

知覧税務署　１階会議室

・定員に達し次第、締め切りとさせ
ていただきます。

・インボイス制度説明会のみの参加
も可能です。

11月29日
（火） 12 人 11 月 24 日（木）17 時まで

12月14日
（水） 12 人 12 月９日（金）17 時まで
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